
 
いよいよ梅雨の季節です。これから夏にかけて気温も湿度も高くなり、蒸し暑く過ごしにくい日が増えて

きます。特にこの時期は食中毒の発生が多くなります。衛生には十分注意しましょう。また、暑さに負けな

い体づくりのために、しっかりと食事・運動・睡眠を心がけ、元気に過ごしましょう。 
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流水で手をぬらした後、せっけん

をつけ、手のひらをよくこする 

手の甲を伸ばす

ようにこする 

指先、爪の間を

念入りにこする 

指の間を洗う 

親指、手首を反対側の手で

ねじるようにして洗う 

流水で十分に洗い流し、清

潔なハンカチやタオルで 

ふき取る 

 

爪はあらかじ

め短く切って

おきましょう 



  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

※ 給食では、６月５日～７日にかみごたえのある食材を使ったメニューを取り入れました！よくかんで食べましょう。 

今月は食育月間です。文部科学省から提示されている６つの「学校給食における指導目標」について紹介し

ます。この６つの目標に沿って学校給食は実施されています。 

毎日、何気なく食べている給食ですが、ただ空腹を満たし、栄養を補給するだけではなく、食の学びのひとつ

に位置付けられています。 

毎日の給食を通じて、食事の喜びや楽しさ、食の文化を学ぶとともに、望ましい栄養のとり方を理解してほし

いと思います。６月の食育月間に合わせて、改めて食べることについて考えてみましょう。 

 

 

① 食事の重要性・・・心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、

自ら管理していく能力を身に付ける。 
 
② 心身の健康・・・心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自ら

管理していく能力を身に付ける。 

 
③ 食品を選択する能力・・・正しい知識・情報に基づいて、食品の品質及び安全性等について自

ら判断できる能力を身に付ける。 

 
④ 感謝の心・・・食物を大切にし、食物の生産にかかわる人々へ感謝する心をもつ。 
 
⑤ 社会性・・・食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付ける。 
 
⑥ 食文化・・・各地域の産物、食文化や食にかかわる歴史等を理解し、尊重する心をもつ。 

６月４日からの１週間は、厚生労働省、文部科学省、日本歯科医師会、日本学校歯科

医会が実施する「歯と口の健康週間」です。食事をおいしく食べて、健康な体をつくる

には、歯と口が健康でなくてはなりません。丈夫で健康な歯と口を保つために、日頃か

らよくかんで食べる習慣をつけましょう。 

むし歯を予防する 肥満を予防する 
あごの発育を助ける 

味覚の発達を

うながす 

栄養の吸収がよ

くなる 


